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2021 スプリングレガッタ 
1st -4th May 2021 Sakaiminato, Tottori 

SAILING INSTRUCTIONS 
[NP]の表記は、艇は、他艇の規則違反に対し抗議できないことを意味する。これは、RRS 60.1(a)を変
更している。 
[SP] の表記は、レース委員会が審問無しに標準ペナルティーを適⽤することができる規則を意味する。
これは RRS 63.1 及び 付則 A5 を変更している。レース委員会はその規則違反について抗議することも
でき、その場合は審問を経てプロテスト委員会の裁量でペナルティーが決定される。 

1. 規則 
本レガッタは「セーリング競技規則 2021-2024」（以下、「RRS」）に定義された｢規則｣を適⽤する。 

2. SI の変更 
SI の変更は、それが発効する当⽇の当該クラス予告信号予定時刻の 60 分前までに掲⽰される。 
ただしレース⽇程の変更はそれが発効する前⽇の 19 時までに掲⽰される。 

3. 選⼿とのコミュニケーション 
 競技者への通告は、⼤会公式ホームページ上 

（http://sail.jpn.com/modules/docs/index.php?content_id=195） 
にリンクが設置された公式掲⽰板に掲⽰される。 
なお、境港公共マリーナ新艇庫（以下、新艇庫）前にも補助的な位置づけとして競技者への通告を掲
⽰するが、⼤会公式ホームページ上の公式掲⽰板における掲⽰物と順序や内容、掲⽰時刻が異なった
場合には、⼤会公式ホームページ上の公式掲⽰板が正式なものとなる。 

 [DP]緊急の場合を除き、レース中の艇は、⾳声やデータを送信してはならず、かつ、すべての艇が利
⽤できない⾳声やデータ通信を受信してはならない。 

4. ⾏動規範 
 [DP] 競技者および⽀援者は、レース委員会からの合理的な要求に応じなければならない。 
 競技者及び⽀援者等は、本⼤会に適⽤される「新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌対策」を遵守しなけ

ればならない。 
5. 陸上で発する信号 

 陸上で発する信号は、新艇庫に設置された掲揚ポールに掲揚する。 
 [DP] [NP]⾳響信号 1 声と共に掲揚される D旗は、「予告信号は、D旗掲揚後 30 分以降に発する。」

ことを意味する。艇は、この信号が発せられるまで、ハーバーを離れてはならない。 
 D旗がクラス旗の上に掲揚された場合、当該クラスに適⽤される。 
 SI 6.1 に⽰された個別のレースに対して、「AP旗」は、掲揚しない。予告信号予定時刻の 30 分前ま

でに「Ｄ旗」が掲揚されない場合､そのレースのスタートは、時間の定めなく延期されている。 
6. ⽇程 

 レース⽇程 
 Date Event Time 

Day0 5 ⽉ 1 ⽇（⼟） ⼤会受付・計測（計測フォーム提出⽅式） 13:00-16:30 

Day1 5 ⽉ 2 ⽇（⽇） 

⼤会受付・計測（計測フォーム提出⽅式） 
ブリーフィング 
第１レース予告信号 
引き続きレースを⾏う。 

08:00-9:30 
10:00 
12:25 
 

Day2 5 ⽉ 3 ⽇（⽉） 
ブリーフィング 
その⽇最初のレース予告信号 
引き続きレースを⾏う。 

08:30 
09:55 
 

Day3 5 ⽉ 4 ⽇（⽕） 
ブリーフィング        
その⽇最初のレース予告信号 
引き続きレースを⾏う。 

08:30 
09:55 
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⼀⽇の最⼤レース数は４レースとする。 
ただし、天候その他の事情により⽇程はレース委員会の裁量で変更することがある。 
最終⽇には、14 時 00 分より後に予告信号を発しない。 
各⽇とも海上で昼⾷をとることがある。 

 レース数 
クラス別に 9 レースの実施を予定する。 

7. クラス旗 
種 ⽬ クラス旗 

レーザーラジアルクラス 緑⾊⽣地のレーザークラス旗 
レーザー４.７クラス ⻩⾊⽣地のレーザークラス旗 

8. レース・エリア 
 レース・エリアの位置は、添付図 1 に⽰す通りである。 
 添付図 1どおりのレース海⾯にならなくても艇からの救済要求の根拠とはならない。 

これは、RRS 62.1(a)を変更している。 
9. コース 

 添付図２の⾒取り図は、各レグ間のおおよその距離及び⾓度、通過するマークの順序及びそれぞれの
マークを通過する側を含むコースを⽰す。 

 各クラスの予告信号以前に、レース委員会の信号艇に帆⾛するコースを表⽰する。 
 予告信号以前に、レース委員会の信号艇に最初のレグのおおよそのコンパス⽅位を掲⽰する。 
 4 レグ以上帆⾛したマークでフィニッシュすることでコース短縮することがある。ただしコースW2

はコース短縮を⾏わない。 
10. マーク 

マークは次の通りとする。 

Marks 1,2,3,3s,3p Offset 
Mark 

New 
Mark 

スタート・ 
マーク 

フィニッシュ・ 
マーク 

⻩⾊の円筒ブイ ⻩⾊の細い 
円筒ブイ 

⾚⾊の 
円筒ブイ 

レース委員会艇 
緑⾊の円錐ブイ 

レース委員会艇 
⻩⾊の円錐ブイ 

11. スタート 
 スタート・ラインは、スターボードの端となるレース委員会艇の『オレンジ⾊旗』を掲げたポール

と、ポートの端となるスタート・マークのコース側の間とする。 
 [DP] [NP]他のレースのスタート⼿順の間､予告信号が発せられていない艇は､スタート・ラインから
概ね 100ｍ以内の範囲およびコースサイドから離れていなければならない。 

 スタート信号後 4 分以内にスタートしない艇は、審問なしに「スタートしなかった（DNS）」と記録さ
れる。これは RRS A4 と A5 を変更している。 

 RRS 30.4（⿊⾊旗規則）に以下を変更、および追加して適⽤する。 
(a) セール番号は少なくとも 3 分間掲⽰する。セール番号を最初に掲⽰する時に⻑⾳が発せられる。セー

ル番号が掲⽰された艇は、新しい準備信号までに指⽰ 11.5(b)に定義されるレース・エリアを離れな
ければならない。それに従わない場合、その艇は審問なしに DNEと記録される。 

(b) スタート信号前のレース・エリアは、スタート・ラインから 100m の範囲とする。スタート信号後の
レース・エリアは、いずれかのフリートがレースを⾏っている間は、艇が通常帆⾛すると考えられる
地点の外側 100m の範囲とする。 

(c) レース委員会は艇に RRS 62.1(a)に基づいて救済が与えられると判断した場合 RRS 30.4 違反艇のセ
ール番号を掲⽰せず失格にしないことがある。これは RRS 30.4、60.2、63.1 を変更している。 

12. コースの次のレグの変更 
レース委員会は､変更⽤マークを設置し､実⾏できれば直ぐに元のマークを除去する。その後の変更で新し
いマークを置き換える場合､そのマークは元のマークで置き換える。 

13. フィニッシュ 
フィニッシュ・ラインはレース委員会艇の⻘⾊旗を掲揚しているポールとフィニッシュ・マークのコース
側の間である。 



                                            

3 

14. ペナルティー⽅式 
 付則 P を適⽤する。ただし以下の変更を伴う。 

 艇がフィニッシュ・ラインを横切った後に 1回⽬のペナルティが課される場合、その艇に DNF の
10%(⼩数点 0.5 切り上げ)の得点ペナルティを付与する。ただし、そのレースの得点が DSQより
も悪くなることはない。これは RRS 44.2 を変更している。 

 付則 T を適⽤する。 
15. タイム・リミットとターゲット・タイム 

 タイム・リミットとターゲット・タイムは以下のとおりとする。 
マーク 1 の 

タイム・リミット 
レース・タイム・

リミット 
フィニッシュ・ 

ウィンドゥ 
ターゲット・タイム 

30 分 90 分 15 分 45 分 
 マーク 1 のタイム・リミット内に 1 艇もマーク 1 を通過しなかった場合、レースは中⽌される。 
 フィニッシュ・ウィンドウは、スタートし、コースの帆⾛した最初の艇がフィニッシュした後、艇が
フィニッシュするまでの時間である。 
フィニッシュ・ウィンドウ内にフィニッシュできず、かつ、その後リタイアせず、ペナルティーを課
されず、または救済を与えられなかった艇は審問なしに「フィニッシュしなかった（DNF）」と記録さ
れる。これは RRS 35 及び RRS A4 と A5 を変更している。 

 ターゲット・タイムどおりにならなくても、救済要求の根拠とはならない。これは RRS 62.1(a)を変
更している。 

16. 審問要求 
 それぞれのクラスに対して、抗議締切時刻は、そのクラスのその⽇の最終レースに最終艇がフィニッ
シュした後、またはレース委員会が、本⽇これ以上レースは⾏わないという信号を発した後、どちら
か遅い⽅から 60 分とする。時刻は公式掲⽰板に掲⽰される。 

 審問要求の様式は、新艇庫にあるレガッタオフィスで⼊⼿できる。抗議及び救済または再審の要求は
適切な制限時間内に提出しなければならない。 

 審問の当事者であるか、または証⼈として名前があげられている競技者に通告するために、抗議締切
り時刻後 30 分以内に通告書を掲⽰する。審問は新艇庫 2Fのプロテスト・ルームで⾏われ、抗議締切
り時刻前に⾏われることもある。 

 レース委員会、テクニカル委員会またはプロテスト委員会による抗議を RRS 61.1(b)に基づき伝える
ために公⽰する。 

 標準ペナルティーを課せられた艇のリストおよび RRS 42 違反に対するペナルティーを課せられた艇
のリストを掲⽰する。 

17. 得点 
 シリーズが成⽴するためには、各クラスとも２レースを完了することを必要とする。 
 (a) 完了したレースが 4 レース未満の場合、艇のシリーズの得点はレース得点の合計とする。 
 (b) 完了したレースが４レース以上の場合、艇のシリーズの得点は、最も悪い得点を除外したレース

の得点の合計とする。 
18. [DP] [NP] 安全規定 

 [SP] 申告 
 出艇する艇は、各⾃のスマートフォン等、⼜は新艇庫前に準備されたタブレットを使⽤し LINEの
出艇申告 BOT より出艇申告を⾏う。申告⽅法は別途、⼤会公式ホームページにて連絡する。 
代理による出艇申告も認める。 
出艇を⾏わない艇は出艇申告 BOT より「DNC」申告を⾏うこと。 
出艇申告は最初のクラスのレース予告信号予定時刻の 60 分前から、当該クラスの D旗掲揚後 20
分の間に⾏うこと。 

 帰着申告も出艇申告 BOT より⾏う。帰着後、速やかに⾏うこと。 
帰着申告の締切時間は、レース終了後 60 分以内とする。(引き続きレース が⾏われる場合は、そ
の⽇のレース終了後 60 分以内とする。)  
ただし、レース委員会の裁量により、この時間は延⻑されることがある。 

 海上でリタイアした艇は、実⾏可能であればレース・エリアを離れる前にレース委員会艇にその旨を
伝えること。また、帰着後、出来るだけ早くレース委員会に伝えなければならない。 
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 [SP] SI 18.2 のリタイア艇は抗議締切り時間内に『リタイア申告書』にリタイアしたレースナンバー
を記⼊し提出しなければならない。 

 [DP]各艇の乗員は、離岸から着岸まで、⾐服または個⼈装備を⼀時的に替えたり整えたりする間を除
き、競技者は個⼈⽤浮揚⽤具を着⽤していなければならない。これは RRS 40 を変更している。 
ウエット・スーツとドライ・スーツは個⼈⽤浮揚⽤具ではない。 

 救助を求める必要がある

求

Eる求求らT m m TT Tmはk,表r oはn 6⽤ i66o n 6準 Mをa 6テ 議
ト,TmT,koT m m mknoの6準 ,rの問⽤ 対6 Smkmmr表 6問 TT m m Ti66nn n 6準 M議a
6テ i66o n 6準 Mるa 6テ 記
ト,TmT, 6問 TT m m TT n記 rはrooT Tk記rrの問⽤ 対6 Smkmの表nk記表r o競 m m TT mr表 6問 Tて m m TT Tr,knor oはn 6⽤ i66o n 6準 M求a 6テ 議6 。 付 mkoT m m mkn,krTro記 問⽤ 対6 Smkmの表nk記表r oコ m m TT Tr,knor oはn 6⽤ i66o n 6準 M求a 6テ 議6 。 付 mkoT m m mknTnrTr記oの問⽤ 対6 Smkmの表nk記表r o感 m m TT Tr,knor oはn 6⽤ i66o n 6準 M求a 6テ 議6 。 付 mkoT m m mkoT 記krm,は のrTrTkは,oの問⽤ 対6 Smkmの表nk記表r o信
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23. [NP]ごみの処分 
ごみは⽀援者または⼤会運営艇に渡してもよい。 

24. 賞 
各クラスの成績上位者には賞が授与される。 

25. クオリファイ 
「2021 年レーザー級全クラス世界選⼿権等代表選⼿選考⽅針」による。 

26. リスク・ステートメント 
 RRS 3 には『レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責任は、その艇の
みにある。』とある。⼤会に参加することによって、それぞれの競技者は、セーリングには内在するリ
スクがあり、潜在的な危険を伴う⾏動であることに合意し、認めることになる。これらのリスクに
は、強⾵、荒れた海、天候の突然の変化、機器の故障、艇の操船の誤り、他艇の未熟な操船術、バラ
ンスの悪い不安定な⾜場、疲労による傷害のリスクの増⼤などがある。セーリング・スポーツに固有
なのは、溺死、⼼的外傷、低体温症、その他の原因による⼀⽣消えない重篤な傷害、死亡のリスクで
ある。 

 競技者は、完全に⾃⼰のリスクでレガッタに参加している。主催団体及びこれに関わる全ての団体、
役員その他全ての関係者は、競技者がレガッタ前、レガッタ中またはレガッタ後において受けた物的
損傷または個⼈の負傷もしくは死亡にたいして責任を否認する。 

27. 保険 
競技者は、有効な傷害保険と賠償保険に加⼊していなければならない。 
 

添付図 1 レース海⾯図 
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添付図 2 コース図 
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